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次に紅玉・ゴールデソデリシャスおよび国光等につい

ても各温度及び湿度についての試験を行ったが，その成

績の詳細は省略し，25℃における各湿度別の状態を昭和

32～33年の2カ年の平均について掲げ品種間の開拓？速

さ，乾園筋の発生状態等を比較したのが第5表である．

これによると各湿度を通じ処理後24時間の問に最も多

く関節したのはデリシャス系であり，ついでゴールデン

デリシャスであった．

紅玉・国光・祝の間には差が認められなかった．一方

乾固筋の発生はこの開拓率の高さと逆の関係を示し，デ

リシャスは最も少なく，次いでゴールデンデリシャス・

国光であり，祝・紅玉はとくに多かった．

2．光線の種類と開所の関係

光線の種類と開所の関係については，先ず光線を遮断

した状態でも開鋳することは前述した温度及び湿度の関

係を調査するに当って遮光されたフラン器内において充

分開拓することが明らかにしられる．

次に光線の種類を変えた試験の結果は第6表に示した

通りである．

これによると赤外線電球で照射したものは乾国柄が多

く発芽率も悪かったがこの原因は高温過ぎたためと思わ

れる．

その他のものについては，有意差は見られなかった．

光源の稀現をかえて温度を同一にする実験は行えなかっ

た．

4．摘　　　　　要

1，りんごの人工綬粉に際して花粉調整上の参考にする

第4号

第6表．光源の種類と開所との関係　　国光，1958

開

ため開所と隠匿・湿度及び光線との関係について試験を

行った．

2．開掛こは温度と湿度が相関連して影響する．低温で

は関節がおくれ，低湿では乾国訴の発生が多かった．高

温では発芽率が低下し，100％の高湿では殆んど開約し

なかった．

3．関節の速さ及び花粉の発芽率等より見て閑薪に適す

る温度は20～250Cで，湿度は20～70％の状態である．実

用的な許容範囲としては温度は30℃（但しこの場合湿匿

は50％以下であること）までであり，湿度は80％（但し

この場合温度は25℃以下であること）である．

4．品種別では，デリシャスは乾固薪の発生が少なく闘

病が早かった．祝・紅玉では乾固薪の発生が多く関前が

おそかった．

5．光線では，40W白熱電球及び蟹光灯は，加温の際の

熱源として良好なものと認められた．

ぶ　ど　う　の　根　群　調　査

鈴　木　　　宏・土　井　　　進

ぐ秋田県果樹訳）

秋田県に栽培の多いキャンベルアーリーは隔年結果の

使向を示し，ぶどう栽培上不安定な栽培を続けている・

この不安定な原因としては，ぶどう樹の栄養問題・結実

過多・開花期の気象特に降雨および晩腐病などが考えら

れる．近年ぶどう園でも草生栽培が行われて来たので．

先ずぶどう樹の砧木を異にする根群の状態を知り，土壌

碑級の質料とする目的で行ったものである，

1．調　査　材　料

調査材料は，湯沢市三関，赤平豊民国に栽培した，ぶ

どうのキャンベル7－リー種の砧木の異なるものを各々

1本ずつ選んだ，調査樹の状況は第1表に示す通りであ

る．

この園は析付蹄離4．5〃72，10〃当り48本碑で現在は
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第1表．調査樹の地上部の　状況
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枝の広がり（椚）牒親裁粘評・i…誹4・50
樹　　　　　　令
幹　　　　　　周
接　　合　　部

主　権　方　向

4年生
（地上30e爪）13．5e此
（穂直径）4．6×4．4C椚
（砧直径〕5．2×4．7C詔
東西

東5．76，西5．30，南4．15．北4．25
占有面帝　92．8〝22

密栴状態であり，順次間伐を行なっている．整枝方法は

玉枝を2分し，主枝上に亜主権を配し，短梢勇定を行な

っている．

接合部の状況はグロワールドモソペリー砧は砧負けの

現象がみられ，イブリット砧は砧勝りの傾向がみられ

る．地上部の占有両横も，樹齢は少ないが，イブリット

フラソ砧が広い面着を占めている．

調査園は奥羽山脈の山麓の扇状地であり，土壌が何回

となく，崩かいされ堆着したもののようで，土層も数屑

に分かれているが，変化のある土層が約2椚程になり，

それ以下に平坦地の水田表土に似た土壌が存在する，土

壌は礫を多く含み孔隙が多い．土壌の性質は第2表に示

す通りである．

2．根群の調査方法

椒群の堀上げは，水平的分布の板量を測定するため，

主幹を中心として半径1・2・3および47邦の同心円を

かき，方向別に4分し，消石灰でその範閑を明示し，一

定の深さの根を断片的に集めることにした．なお隣接樹

の枚の混入を考えて，2刑のところから追跡しながら調

査を行った．垂直的な板の分布を測定するために20ぐ胡ご
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とに分けて板の分布を調査した．

根は最初1Sc郡の釘で20C仇まで掘り，5冊の編を用いて

土を通して土と板を分け，板はポリェチレン袋に入れ，

翌日または2・3日後に水洗いし，水切後重量を測定し

た．その際根の直径で0．5e瑠以下，0．5～1．Oc研，1．0～2．O

c沼，2．Oc彿以上の4階級に区分して測定した．

調査は昭和34年9月20日，ぶどう収穫直後に行った．

3．調査結果及び考察

1．枚の垂直分布

板群の重商及び水平分布の状況は第3表に示す通りで

ある．

イブリット砧では，地表20C潤で50％以上，60C戊までに

約90％以上分布している．グロワール砧では地表から40

ぐ椛で約37％，40～16Cr〝で599も，地表から16cc肌の間に約

95％以上分布している．最も深い板はイブリット砧は

196ぐ躍，グロワール砧210e椛であった．これらの点からみ

てイブリット砧は非常に浅根であった．

2．枚の水平分布

根群の水平分布をみると，根幹よりト〝以内に，両枯

木の根群とも50％以上が分布している，2〃7までにグロ
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第3表．板　群　の　水　平　分　布　状　況

才ブリット　テラ‾ラ宿て盲う‾

計

8
0・

0

5
1

43八
日
7J

8

5
　
・

1
0

■

M

J

W

h

日

射

」

●

　

5

0

ノ

　

・

∠
U
2

1
1

2
7・

‘
U

H

M

L

　

∴

3
5

3
3

つ
J

■

－

】

1

J

・
′
－
U

7
　
・

つ

‘

　

1

8
5

4

′
09

計

ワール砧が約94％，イブリット砧は87％，2～3〃2の間

ではイブリット砧の方が多くなっている．板の水平距離

の最長をみると，イブリットフラン砧では3．6〝2，グロ

ワール砧では3．97狸であった．

3．垂直・水平分布の関係

燕檀・水平分布状況をみると，イブリットフラン砧で

は半径2桝，深さ40畑に根屑の分布が多いが，グロワー

ル砧では，幹から2，〃以内の深さ20C潤と深さ40～160仁虎

に多く分布が見られた．

板の状況を観察すると，水平に伸びている根は深さ20

C〝であるが，垂直的な板は根幹から60cm位のところか

ら，真直に下降して分布している．イブリット砧の方は

広い円錘形の分布であるが，グロ■ワール砧の方は円錘形

であるが，円筒に近い形態を示すようである．最深根は

イブリット砧では1桝以内，グロワール砧では1～2椚

一
幹首

砧
　
＼
板
∴

グロワールドモソペリー

100　4517．4　4121．9　515，3

喜　49．26　44．95　　5．64

12．0≠9166．61

のところにみられた．

4．枚の太さ別の分布

板の太さ別の分布は第4～5表に示す通りである．根

幹及び0．5e餌以上の板は，イブリットフラン砧が多く，

0．5ぐ澗以下ではグロワール砧が多い．グロワール砧の方

が細板の多い板群である．

板の太さ別の垂直分布は，2ぐ潤以上の太い板は地表か

ら40C澗以内であり，1．0～2．Oc帯の板はイブリット砧は40

川までであるが，グロワール砧では100と孤まで分布して

いる．探いところにある板は1．Oc舵以下の板である．

板の太さ別の水平的な分布は根幹及び2．0ぐ澗以上の太

いものは，幹より1〃7以内に分布し，1．0～2．Oc椛のもの

はグロワール砧は2桝以内であるが，イブリット砧では

3別以内まで伸びている．3椚以上に伸びている根の太

さは0．Sc珊以下である．

第4表．根　の　太　さ　と　垂　直　分　布

イブリットフラン砧（％）
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第5表．板　の　太　さ　と　水　平　分　布

101

根　　　　　幹
2．Oc潤　以　上
1．0　′〉2．Oc∬

0．5　′）1．Oe戒

0．5C舵　以　下

板　　　量（タ）

イブリットフラン砧（％）

内以椚l

10．94

9．20

25．52

17．23

37．11

1へノ2川

11．32

28．85

59．83

4827．2：3334．2

2～3〝Zi3〝Z以上

0．86

19．91

79．23

1169．1

グロワールドモソペリ　（％）

1∽以内

【l

＝日量喜
一ト　19．81

100；　47．87

1～2椚い～3桝

15．314517．4！4121．9

3桝以上

5．万位と板群の分布

方位別の板群の分布量についてみると，イブリットプ

ラソ砧では西側が最も多く，次いで南・北・東の順であ

る．グロワールドモソペリー砧では南・東・北・西の順

である．地上部の主枝の配置は東・西に伸長している

が，今回の調査樹では地上部・地下部の方位別分布で

は，明らかな関係はみられなかった．

方位別と水平的距離と板群の分布状況をみると，全択

量の15％以上を占める方位及び距離は，イブリットフラ

ン砧では，南側1〝Z以内と，西側1～2雛のところで，

グロワールドモソペリー砧では南側の幹から1椚以内及

び1～2別のところであった．水平に最も伸びている方

向は，両砧とも西側にみられた．

板の太さ別板量と方位との関係についてみると，イブ

リットフラン砧では西側の0．5e餌以下の板が多い．グロワ

ールドモソペリー砧では，東・南・北側に0．5C花以下の

ものが多く占める．0．5C庇以上の太さになると，イブリ

ットフラン砧の方が，グロワールドモソペリー砧よりも

多く占める．

第6表．根の水平分布と方位と　の関係

砧
木
別

方
位
別

1，乃以内　※ 1　′、ノ　2研

L毒　針　％l重　量垂　％

3　〝ま以上】　　計

フ
ラ
ン
砧

イ

ブ

リ

ッ

ト

東
西
南
北

341．71　3．87

1115．8■12．65

沼i：要目冨：宮古

g！

21・6j O・24
1632．9：18．51

966．8】10．96

712．9】8．08

義
．

3
0
．
60

n
7
1
2

ヱ
」
．

9
．8

0
0
4
5

1
1
3

0
0
1
2

一
望
．

0
7

g
一
．7
1
．
6

4
0

1

ルリ

東
西
南
北

1呈鋸tl書：宝去

儲：打
16．85

10．24

7

1

0

7

0

1

4

5

4

7

7

8

1
　
　
　
1

4

5

0

0

0

1

1

人

U

7

3
つ
】
つ
l
】
一
H
t

2

′

h

U

5

7

1
　
　
　
1

4

n

フ

′

n

V

7

∠
U
7
0
．
4
－

1

0

り

ん

1

2
n
7
7
5

4

1

0

8

4

′

h

V

O

U

2

1
　
　
　
1
1

．5
5
〓

6
5
．

※根幹を含まない．

6．地上部と地下部との関係

この調査は，9月20日に地上部の解体を行っており，

葉及び新梢垂がかなりの比を占め，地上部の生体垂も相

当重くなっている．従ってT／R率をみてもかなり大き

くなっている．今まで調査されたぶどうの板群のT／R

率をみると，藤村氏0．78，菊池博士0．86，坂本氏0．648，

小林博士は幼木で，イブリットフラン砧は0．463，グロ

ワールドモンベリーで0．224，鈴木氏はデラウェヤ老木

では1．7としている．これらの調査は薬毒を除いたもの

と思われるので，菓重を除いてみても今回の調査のもの

はT／R率が高くなっている．更に努定後のT／Rを考

えた場合，新梢の80％以上が努定により取り除かれると

すれば，イブリットフラン鵜が0．973，グロワールドモ
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第7表．地上部と地下郎の関係

1．全重量比
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3．菓重及び新梢重80％除いた場合

イ　ブリ　ット　フ　ラ　ン砧9，09549，345・8　0・973
グロワールドモソペリー砧9，439．39，166・610・297
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ソペリー約は，10．29となる．

4．要　　　　　約

以上の調査結果を総合してみると，イブリットプラソ

砧の方は祝辞が浅く，水平的な広がりが大きいのに対

し，グロワールドモソペリー砧は相当深いところまで板

が分布している．

板の太さ別では，0．5用以下の細い板は50％以上占め，

0．5′Vl．0，1．0～2．0，2．Oc潤の順に少くなる．根幹の重量

は5％以下である．砧木別では，グロワールドモソペリ

一砧がイブリットフラン砧よりも細板が多い．

方位別根量分布と地上部の主枝の方向とは明らかな差

はみられなかった．

イブリットフラン砧は，樹齢が少いのに，グロワールド

モンペリー砧より板量が多い．なおグロワールドキンペ

リー砧は砧負けの傾向がみられ，イブリットフラン砧は

砧勝りの傾向を示した．

T－R率はイブリットフラン砧2．448，グロワールド

モソペリー砧は2．626であった．

洋梨バートレットの結実と迫熟について

鈴木　寅雄・木戸　啓二・平塚　秀雄
（山形県農試置賜分場）

鈴　　木　　清

（山形県農試砂丘分場）

山形県で栽培されている洋梨の主要品種はバートレッ

トで，加工及び生果用品種として優れているところから

この品種の増殖は実にめざましいものがある．そこでバ

ートレットの結実の実態を知り，結実の安定を図るため

にまず冬季勇足後の花芽数・総頂芽数及び菓数と結実と

の関係並びに結果部位による果実の肥大等について調査

並びに試験を行った．

また洋梨は他の果樹と異なり，収穫してすく一に食用に

供されるものでなく，一定期間（バートレットで10～14

日位）貯蔵して後，食用に供される．この追熟期間も収

穫期の早晩・果実の大小等によって追熟期間に多少の差

があるように思われたので，その関係も併せて調査し

た．次にそれらの成績の概要を報告する．

なおこの研究の実施に当ってほ，結実の実態調査並び

に結果部位による果実の肥大・追熟等の調査に協力を頂

いた松田和男・菊地辰夫・菊地善吉および設楽勝弘の各

農業改良普及員に対し，深甚な謝意を表する．

1．試　験　方　法

次の3項目に分けて試験と調査を行った．

試験1．結実に関する実態調査

昭和34年にバートレット棚仕立16年生樹19本（10α当

り48本植）を供試し，冬季勢定終了後に確実に着果出来

ると考えられる花芽（有効花芽〕数と結実させるのは無

理と思われる花芽（無効花芽）数・着果数および頂芽数

に対する割合等を調査した．

試験2．1樹当りの結実調査

／ミートレット，自然形仕立9年生樹10本と棚仕立30年

生樹5本，23年生樹9本をそれぞれ供試し，1樹当りの

総菜数と着果数を調査すると共に，摘果時（6月6日）

に4～5年生の側枝または結果枝を1樹当り10カ所選び

一定菓数当りの果実を調節しておき，その場合の果実の

肥大・1樹当りの乗数・着果数・菓面硫および乾物重を

調査した．

試験3．結果部位による果実の肥大，収穫時期と追熟

について

バートレットの自然形仕立の9年生樹10本を供試し，各

樹について結果枝或いは結果部位の状態を異にする場合

の果実の肥大を調査した．1樹から各区5個づつ，50個を

収穫して重量測定後，室内常温で追熟させ，追熟日数・追

熟期間中の減粍および糖度の変化等について調査した．

2．試　験　成　績

試験1．結実の実態調査

4．5桝の株間の16年生樹について勢定後の花芽数を調

査した結果では第1表のとおりで，総花芽数は平均781

個でそのうち351芽は有効花芽数である．

この場合は1花道当り1．7個の着果ということになり，

1樹当り平均115旬の結果量をあげているので10。当り

の収量は5．520毎で，1樹当りの頂芽に対する結果量は
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